高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００５年４月１８日

平成１６年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷（電子ジャーナル等で取得可能なものを除く）

を送付願います。(1),(2)についてはWebで公開します。

ファイルにて送付願います。(3)について必要がある場合には郵送願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で

行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントについては、上記のリストからこちらで

作成します。こちらで作成できないものついては、後日送付して頂くことがあります

のでご協力ねがいます。

（注意）なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構

　計算科学センター・事務室　　　　029-864-5473

締め切り平成１７年５月２７日（金）
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

我々は、モンテ・カルロ　シミュレーションを用いて、動的フェルミオンの入った格子QCDにおけるクォーク閉じ込め機構及びカイラル対称性の自発的破れの機構解明することを大きな目的としている。また、２フレーバーＱＣＤの相転移温度を求めることを目標としている。

　我々は、２フレーバーＱＣＤの作用として非摂動的に改良させたウィルソンフェルミオン作用とウィルソンゲージ作用を使う。16^3*8 and 24^3*8 and 24^3*10格子においてコンフィギュレーションを生成し、ポリアコフループを使って、異なるクォーク質量・格子間隔で相転移温度を求めた。そして連続極限とカイラル極限へ外挿した。その際、臨界指数を仮定することで高い精度で相転移温度を求めることができた。

現在、臨界指数を仮定なしで、高精度の相転移温度を求めるために、24^3*10格子のシミュレーションを行っている。
（英文）

The main purpose of this particular study is to understand the mechanism of phase transition and the relation between chiral breaking and confinement. And we aim also to fix the critical temperature in the chiral and the continuum limits in 2 flavors QCD.
We use Nf=2 non perturbatively improved Wilson fermions and standard Wilson gauge action. We generated configurations on 16^3*8 and 24^3*8 and 24^3*10 lattices using SR8000. We determined the transition temperature in the range of quark masses 0.6<mπ/mρ<0.8 at lattice spacing a~0.1 fm by using susceptibility of Polyakov loop. And we extrapolated the transition temperature accurately to the continuum and to the chiral limits by assuming critical indices.
We are continuing simulations on 24^3*10 lattice to get better precision of the transition temperature on this lattice.
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